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全
国
的
な
品
薄
に
対
応

　鳥
取
県
全
体
の
２
〜
３
割
の
出
荷
量
を
占
め
る

日
南
ト
マ
ト
は
、
寒
暖
差
の
大
き
い
環
境
が
も
た

ら
す
高
い
糖
度
と
、
ト
マ
ト
の
味
に
欠
か
せ
な
い

酸
味
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
い
い
こ
と
で
、
市

場
よ
り
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
本
年
は
、
県

内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
岡
山
、
広
島
方
面
を
中

心
に
４
５
２
ト
ン
を
出
荷
、
対
前
年
度
比
1.8
％
減

と
な
り
ま
し
た
が
、
７
月
豪
雨
な
ど
の
影
響
で
全

国
的
な
品
薄
が
続
く
中
、
前
年
よ
り
２
割
ほ
ど
高

い
１
㌔
４
３
０
円
平
均
で
の
市
場
価
格
と
な
っ
た

こ
と
が
、
販
売
額
の
押
し
上
げ
に
繋
が
り
ま
し

た
。後

継
者
の
育
成

　日
南
ト
マ
ト
生
産
部
加
入
の
生
産
者
の
ピ
ー
ク

は
、
平
成
７
年
の
78
人
で
、
以
降
、
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
当
時
の
住
民
基
本
台
帳
の
人
口
は
、

約
７
６
０
０
人
で
し
た
の
で
、
１
０
０
人
に
１
人

が
、
ト
マ
ト
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
平
成
30
年
度
の
ト
マ
ト
生
産
者
は
52
人
と
生

産
者
数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
人
口
割
合
で
は
、

大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ピ
ー
マ
ン
、
白

ネ
ギ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
販
売
額
が
減
少
し

て
い
る
中
で
、
ト
マ
ト
の
販
売
額
が
こ
の
よ
う
に

上
が
っ
て
い
る
の
は
、
平
成
21
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
農
林
業
研
修
生
制
度
に
よ
る
就
農
希
望
者
の

受
け
入
れ
も
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
30
年
度
ま
で
に
採
用
し
た
農
業
研
修
生
は

33
人
で
、
こ
れ
ま
で
に
16
人
が
町
内
で
就
農
、
内

13
人
が
ト
マ
ト
生
産
に
励
ん
で
い
ま
す
。
４
月
に

は
、
新
た
に
１
名
の
ト
マ
ト
生
産
者
が
誕
生
し
ま

す
。
ま
た
、
３
月
に
は
、
印
賀
地
内
に
研
修
生
用

の
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
が
完
成
し
ま
す
の
で
、
更
な
る

研
修
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の

　町
の
ト
マ
ト
生
産
は
、
昭
和
46
年
、
露
地
栽
培

に
よ
る
試
作
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
販
売
額
２
億

円
達
成
の
陰
に
は
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

産
地
と
し
て
の
術
が
あ
り
ま
す
。

特集１

日南トマトの販売額が２億円を突破
　日
南
ト
マ
ト
の
販
売
額
が
、
初
め
て
２
億

円
を
突
破
し
ま
し
た
。
平
成
２
年
に
販
売
額

１
億
円
を
突
破
、
そ
れ
か
ら
、
右
肩
上
が
り

に
販
売
額
は
伸
び
、
平
成
11
年
に
は
１
億
９

千
万
円
を
記
録
、
２
億
円
の
大
台
に
あ
と
一

歩
と
迫
り
ま
し
た
が
、
以
降
は
、
販
売
額
の

減
少
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
中
、
町
で
は
、
平
成
21
年
に
農

林
業
研
修
生
制
度
を
創
設
し
、
農
業
後
継
者

の
育
成
に
着
手
、
全
国
各
地
か
ら
転
入
し
た

若
い
担
い
手
の
増
加
も
あ
り
、
平
成
26
年
に

１
億
円
ま
で
下
が
っ
て
い
た
販
売
額
も
、
翌

年
か
ら
は
伸
び
続
け
、
こ
の
た
び
の
快
挙
達

成
と
な
り
ま
し
た
。

　日
南
ト
マ
ト
の

年
間
販
売
額
が
初

の
２
億
円
達
成
と

な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
生

産
農
家
の
皆
さ

ま
、
関
係
機
関
の

ご
尽
力
の
賜
物
と

こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　気
象
災
害
や
全
国
的
な
栽
培
面
積
の
増
加
に
よ

る
産
地
間
競
争
の
激
化
な
ど
、
厳
し
い
環
境
下
に

あ
っ
て
も
実
績
を
残
せ
た
こ
と
は
、
足
腰
の
強
い

産
地
に
成
長
し
た
証
し
で
す
。
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
日
南
ト
マ
ト
の

販
売
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　こ
の
た
び
は
、

日
南
町
を
は
じ
め

関
係
機
関
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、

日
南
ト
マ
ト
販
売

金
額
が
２
億
円
を

初
め
て
突
破
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ

り
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
産
地
が
、
今
に
継
承
さ

れ
、
更
に
発
展
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。

　今
後
も
、
生
産
部
一
丸
と
な
っ
て
日
南
ト
マ
ト

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　全
国
的
な
品
薄
と
い
っ
た
外
的
要
因
は
あ
り
ま

す
が
、
販
売
額
２
億
円
突
破
の
最
大
要
因
は
、
自

然
災
害
に
立
ち
向
か
い
、
日
々
の
農
作
業
に
精
励

さ
れ
た
生
産
者
み
な
さ
ん
の
手
腕
そ
の
も
の
で

す
。
こ
の
た
び
の
快
挙
達
成
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
本
年
も
こ
う
し
た
明
る
い
話
題
で
紙
面

が
飾
ら
れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

市場の評価も高い日南トマト

鳥取西部農業協同組合
代表理事常務 大塚博幸さん

日南トマト生産部
部長 岩田真也さん

　長年、トマト生産部を牽引
され、また、農業研修生の指
導者としてご尽力いただいた
池田尚弘さん(74)が、平成30
年12月3日急逝されました。
ここに、ご逝去を悼み、謹ん
で哀悼の意を捧げます。

平成30年度トマト出荷出発式
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沿
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昭
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昭
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昭
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平
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２
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３
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９

平
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平
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平
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20

平
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平
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23

平
成 

27

平
成 

30

ト
マ
ト
販
売
額
が
２
億
円
を
突
破

露
地
栽
培
で
の
ト
マ
ト
生
産
が

始
ま
る

町
内
の
一
部
で
ハ
ウ
ス
を
導
入
、

品
種
は
「
東
光
」

雨
よ
け
ハ
ウ
ス
の
導
入
開
始
、

品
種
を
「
サ
タ
ー
ン
」
に

ト
マ
ト
生
産
部
設
立

品
種
を
「
桃
太
郎
」
に

ト
マ
ト
販
売
額
が
１
億
円
を
突
破

共
同
選
果
場
建
設

台
風
９
号
に
よ
る
被
害
発
生

ト
マ
ト
販
売
高
が
1.9
億
円
に

豪
雪
に
よ
る
ハ
ウ
ス
被
害
発
生

８
月
に
降
雹
被
害
発
生

農
林
業
研
修
生
制
度
を
開
始

ト
マ
ト
選
果
場
の
色
別
選
果
機
を

更
新

ト
マ
ト
の
品
種
を｢

桃
太
郎｣

か
ら

多
収
性
品
種
の｢

り
ん
か
４
０
９｣

に日
南
ト
マ
ト
が
大
山
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

に
続
き
、
野
菜
と
し
て
は
県
内
で

二
番
目
の
地
域
団
体
商
標
に
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平成30年度トマト出荷出発式

年
度

沿

　革

　史

昭
和 

46

昭
和 

47

昭
和 

53

昭
和 

60

昭
和 
62

平
成 

２

平
成 

３

平
成 

９

平
成 

11

平
成 

17

平
成 

20

平
成 

21

平
成 

23

平
成 

27

平
成 

30

ト
マ
ト
販
売
額
が
２
億
円
を
突
破

露
地
栽
培
で
の
ト
マ
ト
生
産
が

始
ま
る

町
内
の
一
部
で
ハ
ウ
ス
を
導
入
、

品
種
は
「
東
光
」

雨
よ
け
ハ
ウ
ス
の
導
入
開
始
、

品
種
を
「
サ
タ
ー
ン
」
に

ト
マ
ト
生
産
部
設
立

品
種
を
「
桃
太
郎
」
に

ト
マ
ト
販
売
額
が
１
億
円
を
突
破

共
同
選
果
場
建
設

台
風
９
号
に
よ
る
被
害
発
生

ト
マ
ト
販
売
高
が
1.9
億
円
に

豪
雪
に
よ
る
ハ
ウ
ス
被
害
発
生

８
月
に
降
雹
被
害
発
生

農
林
業
研
修
生
制
度
を
開
始

ト
マ
ト
選
果
場
の
色
別
選
果
機
を

更
新

ト
マ
ト
の
品
種
を｢

桃
太
郎｣

か
ら

多
収
性
品
種
の｢

り
ん
か
４
０
９｣

に日
南
ト
マ
ト
が
大
山
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

に
続
き
、
野
菜
と
し
て
は
県
内
で

二
番
目
の
地
域
団
体
商
標
に
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特集２

木
の
温
も
り
を
感
じ
る

新
し
い
日
南
町
体
育
館
が
完
成

　平
成
30
年
１
月
か
ら
解
体
が
始
ま
り
、
改
築
工
事
が

行
わ
れ
て
い
た
「
日
南
町
体
育
館
」
が
完
成
し
、
１
月

18
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
工
事
関
係

者
や
日
南
小
中
学
校
の
生
徒
、
町
体
育
協
会
関
係
者
、

役
場
関
係
者
な
ど
約
２
９
０
名
が
参
加
し
、
新
し
い
体

育
館
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　日
南
町
体
育
館
は
、
昭
和
44
年
に
建
設
し
て
以
来
築

後
49
年
が
経
過
。
老
朽
化
が
進
み
平
成
21
年
度
に
実
施

し
た
耐
震
診
断
に
お
い
て
耐
震
性
が
低
い
結
果
が
示
さ

れ
、
多
方
面
よ
り
改
築
の
検
討
が
行
わ
れ
、
平
成
29
年

度
の
当
初
予
算
で
可
決
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　新
し
い
日
南
町
体
育
館
は
総
事
業
費
が
、
６
９
０
，８
０

０
千
円（
備
品
含
む
）で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
木
造
の
２

階
建
て
で
、
延
べ
面
積
１
６
０
１
．４
６
㎡
、
ア
リ
ー
ナ
面

積
は
３
１
．０
ｍ×

３
６
．５
ｍ
の
１
１
３
１
．５
㎡
で
す
。

　使
わ
れ
て
い
る
木
材
の
大
部
分
は
、
日
南
町
町
有
林

か
ら
切
り
出
さ
れ
た
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
得
た
木
材
が
使
用

さ
れ
て
お
り
、
日
南
町
の
特
色
を
活
か
し
た
、
木
の
温

も
り
が
感
じ
ら
れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
、
日
南
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
し
、
積
極

的
な
利
用
が
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

器具庫､更衣室(シャワー室完備)､
トイレ(多目的トイレ有)､倉庫(２階)

日南町体育館（生山450番地）

６９０,８００千円（備品含む）

鉄筋コンクリート及び木造

1601.46㎡

1131.5㎡（36.5ｍ×31.0ｍ）

総 工 費

構　　造

延べ面積

アリーナ

体 育 館 設 備

〇ご利用時間
　8：00～22：00
〇手続き
　日南町行政財産等使用申込書兼使用料減
免申請書を町教育委員会に提出してくださ
い。

※詳細については、町教育委員会にお問い
　合わせください。

【ご利用方法】

　役場教育委員会
　　ＴＥＬ　８２－１１１８
　　ＦＡＸ　８２－０１１６

【お問い合わせ先】
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日　経　新　聞 （にちなん経済新聞）2019年（平成31）１月25日
お仕事

休みの日の過ごし方や
　　　　　リフレッシュ法は

土日は子どもや家族と過ごすことが多いです。リフレッ

シュ法は趣味の釣りです。最近は特に友人たちとイカ釣

りに行くことが多いです。釣ってきたのを捌いて食べた

りできるので、子どもたちも喜んでくれるのが嬉しいで

すね。昨年の秋にはみんなで釣ってきたイカをイカ焼き

にして、「にちなんめしふぇす」に出店しました。

今後は

農業に関しては収量を増やすこともそうですが、耕作放

棄地を増やさず、農地を守りたいという気持ちが強いの

で、出来る限り作業受託をして行きたいと思っています。

その上で、冬の除雪も続けていきたいと思っています。

また、除雪の範囲についても調整等あると思いますが、

受けられる範囲で広く受けて行きたいと思っています。

プロフィール
Ｓ61年日南町に生まれる。

米子市内の自動車会社に就職し、出雲市への配属となる｡

24歳のときに日南町へＵターン。

Ｕターン後は農業（稲作）に従事。

平成26年度から冬季は除雪オペレーターとして活動｡

前任で受託されていた方から、後継者にと声をか

けていただいたのがきっかけです。春から秋は水

稲をしていますが、冬は農業をしていなかったの

で、除雪の仕事は収入としてありがたかったので

お受けしました。前任の方には、免許のことから

いろいろと面倒を見ていただき、大変ありがたく

思っていますし感謝しています。

除雪作業を行うようになった
きっかけは

現在は霞丸山地内の除雪を行っています。雪が降

ると下に何かあっても分からなくなることがある

ので、事故等起こさないように、委託を受けてい

る区間は事前に下見をするようにしています。ま

た、多くの方が出勤などされる朝６時までには除

雪が出来ているようにしています。除雪を個人で

受託しており、代わりがいないので体調も常に気

をつけるようにしています。

心がけていることは

自分が免許を取得したときにはありませんでした

が、町の支援策が始まりました。（平成27年度よ

り日南町除雪機械運転手の育成支援事業補助金が

始まる）この対策の成果もあり、最近は若いオペ

レーターも増えてきています。

今後、世代交代も必要では

除雪は車等が安全に通行できるように行うものな

ので、常に綺麗に除雪できることが当たり前だと

おもっています。そんな中でも、住民の方から

「綺麗に除雪ができてるね。」などと声をかけて

いただけると嬉しいですし、やりがいにもなって

います。

除雪をしていてのやりがいは

がんばる！
　にちなんびと 前田　昭彦 さん（32歳）

まえだ あき  ひこ
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福祉保健課
社会福祉士
坂村　美枝

「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
・
・
・

○
日
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

８
２

－

０
３
７
４

○
日
南
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

８
２

－

６
０
３
８

○
西
部
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
え
る
か
む (

米
子)

　
　
　
　
　
０
８
５
９

－

２
１

－

５
０
９
２

 

「
も
し
も
の
時
の
し
あ
わ
せ
ノ
ー
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て
の

 

お
問
い
合
わ
せ
は
・
・
・

 

○
日
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
お
願
い
し
ま
す
。

　坂
下
弁
護
士
よ
り
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
た
め
の
最
も
基
本
的
な

こ
と
は
、
『
自
分
で
自
分
の
こ
と

を
決
め
る
こ
と
』
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
決
め
た
こ

と
を
家
族
や
支
援
し
て
く
れ
る
人

な
ど
に
『
伝
え
る
こ
と
』
も
と
て

も
大
切
で
す
。
ど
こ
で
ど
う
生
き

た
い
か
を
元
気
な
う
ち
に
で
き
る

だ
け
決
め
て
お
い
て
、
元
気
な
う

ち
に
伝
え
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　た
だ
し
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
が

非
難
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
の

で
、
大
い
に
迷
っ
て
、
誰
か
に
相

談
し
て
決
め
て
い
く
、
一
度
決
め

た
こ
と
を
変
更
し
て
も
い
い
と
い

う
認
識
で
い
て
も
ら
い
た
い
と
も

話
さ
れ
ま
し
た
。

　日
南
町
で
は
、
介
護
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
時
や
入
院
し
た
時

な
ど
に
自
分
の
思
い
が
伝
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
『
も
し
も
の
時
』

に
、
思
い
や
希
望
を
伝
え
る
た
め

の
『
も
し
も
の
時
の
し
あ
わ
せ

終 活
　12月８日、日南町総合文化センターさつきホールを会場に地域包括ケ
アシンポジウムを開催しました。
　講師に広島県から 坂下宗生 弁護士、日南町社会福祉協議会事務局次長 
木山詔子 社会福祉士をお迎えし、今とこれからを『自分らしく生きる』
ために大切な心構えや、利用できる制度等についてお話ししていただき
ました。

　12月８日、日南町総合文化センターさつきホールを会場に地域包括ケ
アシンポジウムを開催しました。
　講師に広島県から 坂下宗生 弁護士、日南町社会福祉協議会事務局次長 
木山詔子 社会福祉士をお迎えし、今とこれからを『自分らしく生きる』
ために大切な心構えや、利用できる制度等についてお話ししていただき
ました。

ノ
ー
ト
』
を
作
成
し
、
配
布
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ノ
ー
ト
は
自
分
の

半
生
を
振
り
返
り
、
今
後
ど
う
し

て
い
き
た
い
か
が
書
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
希
望
を
伝
え
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
改
め
て
自
分

の
気
持
ち
を
見
つ
め
た
り
、
家
族

や
支
援
者
と
話
し
合
う
き
っ
か
け

作
り
に
も
な
り
ま
す
。

　成
年
後
見
制
度
と
は
、
知
的
障

が
い
や
精
神
障
が
い
、
認
知
症
等

に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
に

な
っ
た
際
に
、
本
人
に
代
わ
っ
て

後
見
人
が
契
約
や
財
産
管
理
な
ど

を
行
う
も
の
で
す
。
身
の
回
り
の

こ
と
は
一
人
で
出
来
る
が
契
約
な

ど
を
一
人
で
行
う
の
は
不
安
だ
と

い
う
方
か
ら
、
判
断
能
力
が
無
く

契
約
な
ど
を
代
理
で
行
う
必
要
が

あ
る
方
ま
で
、
そ
の
方
に
合
う
方

法
で
利
用
が
出
来
ま
す
。
親
族
に

後
見
人
を
頼
む
方
も
あ
れ
ば
、
弁

護
士
や
権
利
擁
護
を
行
う
法
人
に

頼
む
方
も
あ
り
ま
す
。
日
南
町
社

会
福
祉
協
議
会
も
後
見
人
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平成30年度地域包括ケアシンポジウム

未来の私が きらきら輝き 
生き終えるため

『
自
分
ら
し
く
生
き
る
』

　そ
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
？

　ご
存
知
で
す
か
？

    

『
成
年
後
見
制
度
』

『
も
し
も
の
時
の
し
あ
わ
せ
ノ
ー
ト
』

　あ
な
た
も
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
で
︑
難
し
い
話
も
楽

　
し
く
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
︒
と
て
も

　
良
い
講
演
会
で
し
た
︒

●
自
己
決
定
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と

　
な
り
ま
し
た
︒
日
頃
か
ら
信
頼
で
き
る
人

　
間
関
係
を
作
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
し
た
︒

●｢

安
心｣

の
部
分
が
欠
け
て
い
る
と｢

自
分
ら

　
し
く｣

も
無
理
が
生
じ
る
︒
自
分
の
思
い
と

　
家
族
等
と
の
す
り
合
わ
せ
は
日
頃
よ
り
話

　
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
︒

●
い
ず
れ
自
身
に
も
関
わ
る
こ
と
な
の
で
勉

　
強
に
な
り
ま
し
た
︒

●
高
齢
者
だ
け
で
な
く
︑
若
い
世
代
も
親
を

　
支
え
る
意
味
で
も
︑
み
ん
な
で
考
え
て
い

　
く
場
の
提
供
を
望
み
ま
す
︒

参
加
者
の
感
想
よ
り

　

 

初
雪
の
舞
う
中
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様

　

 

　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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「
勇
者
の
道
へ
Ｇ
Ｏ
」

　〜
い
ざ
な
う
大
人
の
よ
り
添
い
か
た
〜

　初
め
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
で
、
集

ま
っ
た
人
か
ら
ト
ラ
ン
プ
で
「
ば
ば
ぬ

き
」
を
し
て
会
場
が
和
や
か
に
な
り
ま
し

た
。
当
日
12
月
４
日
は
、
人
権
週
間
が
は

じ
ま
る
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
人

権
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の

人
権
が
守
ら
れ
る
町
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
子
ど
も
の
人
権
は
守
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　70
年
前
に
で
き
た
世
界
人
権
宣
言
は
、

す
べ
て
の
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
基
本

的
人
権
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

初
め
て
公
式
に
認
め
た
宣
言
だ
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　子
ど
も
の
権
利
に
は
、
大
き
く
４
つ
に

分
け
て
、
生
き
る
権
利
（
す
べ
て
の
子
ど

も
の
命
が
守
ら
れ
る
こ
と
）
、
育
つ
権
利

（
持
っ
て
生
ま
れ
た
能
力
を
十
分
に
伸
ば

し
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
医
療
や
教
育
、

生
活
へ
の
支
援
な
ど
を
受
け
、
友
だ
ち
と

遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
）
、
守
ら
れ
る
権
利

（
暴
力
や
搾
取
、
有
害
な
労
働
な
ど
か
ら

守
ら
れ
る
こ
と
）
、
参
加
す
る
権
利
（
自

由
に
意
見
を
表
し
た
り
、
団
体
を
作
っ
た

り
で
き
る
こ
と
）
、
が
あ
り
ま
す
。
一
般

原
則
は
、
生
命
、
生
存
及
び
発
達
に
関
す

る
権
利
、
命
が
守
ら
れ
成
長
で
き
る
こ
と

で
す
。
「
子
ど
も
の
善
悪
の
権
利
」
は
、

そ
の
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
良
い
こ
と｢

子

ど
も
の
意
見
の
尊
重｣

は
、
意
見
を
表
明
し

て
参
加
で
き
る
こ
と
「
差
別
禁
止
」
は
差

別
さ
れ
な
い
こ
と
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　今
の
子
ど
も
は
、
不
安
で
心
配
、
緊
張
、

負
け
ら
れ
な
い
、
負
け
た
く
な
い
、
負
け

る
こ
と
を
避
け
る
、
い
や
が
る
、
認
め
な

い
、
勝
利
を
願
い
、
勝
者
側
に
つ
く
、
自

分
を
振
り
返
る
こ
と
が
苦
手
で
、
忘
れ
た
、

わ
か
ら
ん
、
な
ど
自
分
が
優
位
に
立
ち
た

い
思
い
が
あ
り
、
負
け
る
こ
と
を
避
け
る

気
持
や
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
見
つ
け
る

言
葉
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
な
い
自
分
が
出
て
き
て
い
る
。

ま
た
子
ど
も
た
ち
は
勝
者
側
に
つ
く
こ
と

を
知
ら
ず
知
ら
ず
に
身
に
つ
け
て
い
る
の

で
は
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
の

は
、
子
ど
も
自
ら
が
前
に
進
ん
で
い
く
力
、

経
験
や
知
識
で
行
動
す
る
力
で
す
。
私
た

ち
大
人
と
の
関
わ
り
で
は
、
子
ど
も
の
思

い
が
聞
け
て
い
る
か
、
子
ど
も
の
意
見
や

考
え
を
活
か
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
促

し
て
い
る
の
を
考
え
ま
し
た
。
子
ど
も
の

参
加
す
る
権
利
を
認
め
参
加
で
き
る
よ
う

促
す
仕
組
み
を
私
た
ち
が
考
え
て
、
そ
う

し
た
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　ト
ラ
ン
プ
で
「
ば
ば
ぬ
き
」
を
し
た
と

き
に
、
勝
ち
負
け
よ
り
も
、
負
け
て
も
楽

し
い
体
験
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
勝

つ
た
め
に
考
え
る
知
恵
を
働
か
せ
る
、
作

戦
を
立
て
る
な
ど
、
負
け
て
も
馬
鹿
に
さ

れ
な
い
風
土
。
そ
う
す
る
こ
と
で
フ
ェ
ア

プ
レ
イ
、
尊
敬
、
敬
意
、
ハ
ン
デ
ィ
、
思

い
や
り
が
出
て
き
ま
す
。
何
を
目
指
す
か

そ
の
場
の
勝
ち
負
け
で
は
な
く
、
生
き
方

の
中
に
勇
者
と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
す
。

大
人
も
勇
気
あ
る
者
と
書
く
「
勇
者
」
に

い
ろ
ん
な
願
い
や
思
い
を
こ
め
て
、
そ
う

あ
り
た
い
自
分
に
近
づ
い
て
い
く
、
そ
れ

が
ま
さ
し
く
１
人
ひ
と
り
の
勇
者
を
育
て

て
い
く
こ
と
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　
　
　
　
　
　
　の
お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

第
９
回
　子
ど
も
の
人
権

日
南
小
学
校

校
長

　伊
田

　典
穂
さ
ん
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「
部
落
の
子
に
教
育
を
」

　〜
出
井
富
五
郎
と
田
中
儀
太
郎
〜

　上
三
栄
自
治
会

　
　
　
　女
性
部
長

　大
柄

　瑞
穂
さ
ん

　今
回
は
、
上
三
栄
自
治
会
が
製
作
し
た

「
部
落
の
子
に
教
育
を
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑

賞
し
ま
す
。

　明
治
の
初
め
に
出
井
富
五
郎
と
田
中
儀

太
郎
が
「
部
落
の
子
に
教
育
を
」
の
願
い

を
実
現
し
た
熱
い
思
い
や
努
力
の
あ
し
あ

と
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日

　時

　２
月
12
日(

火)

　
　
　
　
　
　
　
　
　18
時
30
分
〜
20
時

会

　場

　町
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
２
階
会
議
室
）

　ふ
れ
あ
い
人
権
講
座
で
、
取
り
上
げ
て

欲
し
い
、
聞
い
て
み
た
い
テ
ー
マ
、
内
容

が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

  

　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　８
２

－

０
０
７
６

同
和
問
題
と
人
権

い
で
い  

と
み
ご
ろ
う

た
な
か   

ぎ
た
ろ
う



外国語指導助手
クラークの Happy Column

英語のポイント：How do you say ○○○ in △△△?

今月の英語のポイントは便利な疑問文です。外国語（△△△）でどのように（○○○）を言えばいいですかという質問です。
Question gameで中学生がこの質問を私にたくさんして、いろんなものを英語、中国語、韓国語、スペイン語などでどのように言
えばいいか、きいてくれました。

◆
活
動
開
始
は
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
始
め
ら
れ
ま
し
た
か
？

　◇
２
０
１
５
年
11
月
に
結
成
し
ま
し
た
。
多
里
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
る
こ

　
　と
を
考
え
よ
う
、
と
結
成
し
た
団
体
で
す
。

　
　ま
ず
は
「
自
分
達
が
楽
し
む
」
こ
と
を
合
い
言
葉
に
し
て
い
ま
す
。

　
　現
在
は
多
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

◆
会
員
の
条
件
は
あ
り
ま
す
か
。
又
現
在
の
会
員
数
を
教
え
て
下
さ
い
。

　◇
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　男
性
23
名

　女
性
４
名
の
27
名
で
活
動
中
で
す
。

◆
活
動
内
容
と
活
動
状
況
を
教
え
て
下
さ
い
。

　◇
（
定
期
活
動
）
毎
週
１
回
、
旧
多
里
小
学
校
体
育
館
で
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

　
　と
卓
球
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
地
域
の
中
学
生
の
参
加
も
あ
り
一
緒

　
　に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
　（
地
域
活
動
）
・
流
し
そ
う
め
ん
大
会
・
と
ん
ど
さ
ん
・
多
里
神
社
し

　
　め
縄
作
り
の
継
承
・
多
里
神
社
夏
祭
り
か
つ
ぎ
み
こ
し
復
活
・
婚
活
イ

　
　ベ
ン
ト
・
草
刈
り

◆
伝
統
行
事
の
継
承
、
復
活
に
つ
い
て
も
取
組
を
な
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

　◇
多
里
神
社
の
し
め
縄
を
作
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
来
た
と
い
う
話
を

　
　聞
き
、
次
の
代
に
つ
な
げ
る
よ
う
作
れ
る
先
輩
方
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　一
昔
前
に
、
賑
わ
っ
て
い
た
多
里
の
夏
祭
り
担
ぎ
神
輿
も
、
担
ぎ
手
不

　
　足
か
ら
９
年
間
休
止
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
「
多
里―

ズ
」
が
担
ぎ

　
　手
と
な
っ
て
平
成
30
年
７
月
よ
り
復
活
し
ま
し
た
。

◆
今
後
の
活
動
目
標
と
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　◇
町
外
、
県
外
在
住
の
多
里
出
身
者
が
帰
省

　
　さ
れ
た
時
、
一
緒
に
活
動
で
き
る
よ
う
な

　
　取
組
、
そ
れ
に
係
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

　
　り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　「
多
里
ー
ズ
」
は
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
団
体
と
の
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
若
い

力
が
熱
く
地
域
の
盛
り
上
げ
役
で
活
躍
中
で
す
。

　地
縁
関
係
が
希
薄
化
す
る
な
か
で
「
人
」
が

つ
な
が
り
「
地
域
」
が
つ
な
が
る
行
動
を
起
こ

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
よ

り
強
め
、
合
い
言
葉
の
と
お
り
〝
自
分
達
が
楽

し
む
〞
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

67
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

　In order to help my students practice speaking English 
and learn about foreign cultures, I started doing 
holiday-themed English question games at the junior 
high school. The students are divided into 3 teams 
based on what grade they’re in and over the period of 
2-3 weeks, they compete to see which team can ask me 
the most questions in English. Each student can ask me 
one question per day outside of class time. After they 
ask me a question, they can get a paper decoration from 
me to color in and put on a scoreboard in the school 
hallway. The team with the most decorations on the 
scoreboard by the end of the game is the winner.
　I have played this game three times with my students 
so far, with the most recent one being a Christmas-themed 
game in December. During that game, they asked me 
over 400 questions in a period of two weeks! It was 
great to see my students getting so excited about 
speaking English. Being able to ask questions is an 
important skill for conversing with others, so I hope that 
participating in these games will help my students 
become more comfortable with speaking in English. 

Examples（例）： How do you say つらら in English?　「つらら」は英語でなんと言いますか？　（答え：icicle） 

　生徒の英会話力と異文化理解を高めるために、ア

メリカのイベントをテーマにして中学校で英語の質

問ゲームを開催しました。2－3週間のあいだ、学年

対抗で授業時間外に、ひとりにつき一日一回、英語

で質問することができます。質問をした後に、私か

ら紙の飾りをもらって、好きな色に塗って、廊下に

ある掲示板に貼り付けます。飾りが一番多い学年が

勝ちとなります。

　これまでに、このゲームを３回しました。去年の

クリスマスの際には、生徒たちは２週間で400回以上

の質問を私にしました。生徒たちが熱心に英語で質

問をしてくる様子は、活気にあふれ、素晴らしく思

いました。質問を投げかけるスキルを磨くことは、

会話をするうえで大事なことです。このゲームを通

して英語で話すことに慣れてくれたらいいなと思っ

ています。
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「
多
里
ー
ズ
」
活
動
に
つ
い
て

　代
表
の
西
村
徹
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

2018 Halloween Question Game (Oct. 17－31)
2018ハロウィーンでの英語質問ゲーム(10月17日～31日)

2018 Christmas Question Game (Dec. 5－19)
2018クリスマスでの英語質問ゲーム(12月5日～19日)

多里ーズマスコット
キャラクター　タリ男



【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

「日南小中学生が芸術・文化面でも活躍」

　町報11月号では、運動面を中心に日南小中学校

の子どもたちの活躍を紹介しました。今月は、芸

術・文化面での活躍を紹介します。

【日野郡児童画作品展】

・佐武賞　飛田悠月さん(小２)　中村　結さん(小６)

・特選６名、準特選８名

【鳥取県ジュニア美術展覧会】

《書写の部》・奨励賞　前田夏帆さん(小２)

《絵画・デザイン、書写、写真の部》

・入選　小学校７名、中学校５名

【第66回　鳥取県児童生徒競書大会】

《硬筆の部》

・特選　前田夏帆さん(小２)　前田慶次くん(小４)

　　　　三上柚子葉さん(小５)

・準特選　藤島千代さん(小３)

《毛筆の部》

・最優秀賞　前田夏帆さん(小２)　前田慶次くん(小４)

・特選  金森環莉さん(中１)　鎌倉千佳さん(中１)

　　　  福田有希さん(中２)　渡邊貴陽くん(中２)

　　　  實延ふくみさん(中３)

・準特選　岸紡生さん(小１)　田邊佳子さん(小３)

　　　　　小谷花実さん(中１)　入澤佳苗さん(中２)

　　　　　石川冬華さん(中３)

【第３回　親守詩鳥取大会】

《作文・詩の部》

・鳥取県知事賞　福田有希さん(中２)

にちなん子ども応援隊だより No.69

　こんにちは。３学期がスタートして既に１ヶ月

が経とうとしています。また、日南町体育館も無

事完成し、１月18日には竣工式も行われました。

毎日、子どもたちの元気のよい声が新しい体育館

に響き渡っています。

　さて、12月から３月上旬までの予定で、日南小

学校全学年がアフタースクールを始めました。こ

の支援のために毎週、延べ14名のボランティアさ

んが小学校に来て下さっています。子どもたち

は、ドリル学習のまるつけをしてもらったり、励

ましの声をいただいたりして、頑張って取り組ん

でいます。ありがとうございます。

　今回は、12月号で紹介しました『図書館のタペ

ストリー』について、日南小学校図書委員よりお

礼状を頂きましたので、それを一部紹介致します｡

　｢タペストリーを作っていただきありがとうござ

います。タペストリーのおかげで、図書館があか

るくなりました。」５年Ｉより

  ｢タペストリーを作って

くださってありがとうござ

います。ぼくは、せっかく

作っていただいたので、か

べにかざって図書室を明る

くするのに役立てたいで

す。ありがとうございました。｣６年Ｋより

　このようにボランティアの活動に対して、素敵

なお礼状をよく届けてくれます。今回はカード式

でしたが、お手紙のときもあります。また、学習

発表会などの案内にも、児童のお手紙が添えてあ

ります。子どもながらにも心配りがあり、嬉しく

感じるときもあります。

　こんな嬉しいことも体験できる日南子ども応援

隊、随時募集中です。お待ちしております。

（お問い合わせ先）

日南町教育委員会まで(0859-82-1118)
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・優秀賞　福田柚月さん(中３)

・家族賞　石川冬華さん(中３)

《定型詩の部》

・鳥取県議会議長賞　森田悠芽さん(中２)

・審査委員長賞　小谷花実さん(中１)

・家族賞　出口弥春さん(中３)

《連歌の部》

・鳥取県知事賞　高橋里奈さん(中３)

【特殊詐欺防止川柳大会】

《小・中学生の部》

・最優秀賞　山本夕陽さん(中２)　

【中学生の税について作文・習字】

《作文の部》

・中国税理士会鳥取県支部連合会　会長賞

　松浦ももかさん(中１)

・日南町長賞　淺川彩乃さん(中３)

・鳥取県西部納税貯蓄組合連合会　会長賞

　島山環さん(中１)

《習字の部》

・日南町長賞　入澤佳苗さん(中２)

　受賞された皆さん、おめでとうございます。

  今回紹介したものは、全てではありませんが、芸

術・文化面でも日南小中学校の子どもたちが活躍

しています。本人の努力はもちろんですが、先生

方や家族、地域の方々等の応援や支えも大きな力

になっていることも忘れないでほしいと思いま

す。今後も、いろいろな方面で活躍してくれるこ

とを期待しています。



　「第20回米・食味分析鑑定コンクール」の２部門で金

賞を受賞した生山の㈱米風土鳥取（代表取締役：高橋隆

造さん）の藤原恵司さん（印賀）、長尾達也さん（米子

市）、新田和之さん（上萩山）が、中村町長に受賞の報

告を行いました。

　藤原さんは「今年こそはと思っていたので、受賞でき

て嬉しい。」と話し、中村町長は労いの言葉をかける共

に、「続けて受賞されることを期待している。」と激励

しました。

金賞受賞を報告

　日南町の農産物を販売する「日南町フェア」がヤン

マー㈱本社ビル（大阪市北区）で行われました。フェア

は「ヤンマーこだわりのお米」に茶屋の農業法人エコ

ファームHOSOYA（代表理事：三上惇二さん）のお米

が選ばれたのをきっかけに行われました。

　ヤンマー㈱本社12階のレストラン「プレミアムマル

シェオオサカ」にコーナーが設置され、町内産の野菜や

香茸おこわ、阿毘縁りんごなどを販売し、ランチの材料

にも日南町の農産物が使用されました。

日南町の味覚をＰＲ

　日南小学校の生徒が、鍵掛峠に建設中の高規格道路

のコンクリート床版にチョークアートを行いました。

今回の企画は、道路が完成後に通行する際絵を描いた

ことや景色を思い出してもらおうと施工業者の美保テ

クノス㈱が提案し行われました。

　当日は生憎の雨となりましたが、生徒たちは高さ約

６ｍの建設中のコンクリート床版に、事前に考えたり

んごや森林、ヒメボタルなどの絵をチョークで描き上

げました。

建設中の道路にチョークアート
12

９
12

13

町内外の企業と売買契約

　町、森林組合のJ-クレジット売買契約が、12／21に岡三リビック㈱

（代表取締役社長：小川勝利さん、東京都）と１／９には(有)今松工

務店（代表取締役：角谷克実さん、多里）、(有)近藤板金工作所(代表

取締役：近藤英義

さん、笠木)と行わ

れました。

　岡三リビック㈱

は、日南町関東町人会会長の梅林文夫さんが、同社の会長を勤

められているのが縁での契約となりました。町内企業である

(有)今松工務店は今回が２回目、(有)近藤板金工作所は初めて

の売買契約となり、中村町長は「町内に流れが広がって欲し

い。」と期待を述べました。

12

21
１

９

まちの話題まちの話題

１/９㈲今松工務店､㈲近藤板金工作所との調印式

12/21 岡三リビック㈱との調印式

12

17
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　平成30年度高齢者叙勲で西村仁さん(萩原)が瑞宝双光

章を受章され、中村町長へ受章の挨拶を行われました。

　西村さんは元多里小学校長で、退職後は町教育委員を

４期14年務められ、そのうち12年間は教育委員長も務

め、教員や教育委員として長く日南町の学校教育に貢献

されたことが認められて今回の受章となりました。

　日南町消防出初式が町総合文化センターで行われ、消

防団員約90名が参加しました。式典では団員表彰のほ

か、昨年発生した火災に出動した自衛消防と行方不明者

の捜索に尽力した自治会への感謝状が贈られました｡

　式典後は総合文化センター前で消防車のパレードが

行われ、かすみ荘周辺から日野川への放水が行われま

した。

11　  広報にちなん 31.2月

　11月３日に亡くなられた増原聡前町長に「旭日単光

章」を受章され、町長室で伝達式が行われました。今回

の叙勲は、８年８ヶ月に渡り日南町長を務められ、「保

育園の無償化」「道の駅にちなん日野川の郷のオープ

ン」など数々の功績が認められて、亡くなられた11月

３日付けで贈られたものです。伝達は、中村町長から増

原前町長の奥さんである増原后さんに行われました。

増原聡前町長に叙勲

　今年も冬休みにちなんっ子クラブがあり「絵てがみ

教室」「福助人形作り」などが行われました。その中

のひとつ「書初め教室」が町総合文化センター第３研

修室で行われ、日南小学校の生徒が参加しました。教

室では講師の赤木真理さんの指導のもと、学年ごとに

お題となる文字を書いたほか、カレンダーに思い思い

の漢字や言葉を書き上げていました。

冬休みにちなんっ子クラブ
１

４

　町無形民族文化財「霞のドンドさん」など、町内各地

域でドンドさんが行われ、１年の無病息災を願いました。
無病息災を願ってドンドさん

12

28

まちの話題まちの話題

西村仁さんが叙勲を報告
１

９
災いのない１年を願って

消防出初式

１

12



シーズンの安全と増客を祈願

　花見山スキー場のスキー場開きが行われ、運営する

花見山観光㈱（代表取締役：松原保昭さん）の従業員

や町議会の山本芳昭議員、木下順久総務課長ら約20人

が参加しました。スキー場開きでは、福成神社の相見

邦昭宮司による神事が行われ、シーズン中の安全と増

客を祈願しました。

　この日は残念ながら薄っすらとしか雪がなく営業日

とはなりませんでしたが、安定した降雪を期待します。

　日南病院の療養病棟で毎年恒例のクリスマス会が行

われました。今年は初めて入院している家族も参加し、

職員によるハンドベルやボランティアさんによる歌や

舞踊の披露などが行われました。

　最後には入院されている方、そのご家族全員で「き

よしこの夜」を合唱して懇親を深めていました。

12

16初めてご家族も参加
12

19

完成50周年の記念碑が完成

　菅沢ダム完成50周年を記念して制作された記念碑の

除幕式が日南小学校で行われました。記念碑には生徒

24人の応募の中から選ばれた２年生の長谷川弥咲さん

の「いつだって・いつまでも・菅沢ダム」の言葉が刻

まれダムの貯水池をバックに建立されました。

　除幕は、長谷川さんと日野川河川事務所の西 博之所

長、山崎 生総務課長、伊田典穂校長先生が行いました。

除幕式で使われたレプリカは小学校に寄贈され展示が

行われる予定です。

　｢日南町と日本郵便株式会社との包括的連携に関する

協定｣及び｢災害発生時における日南町と日南町内等の

郵便局の協力に関する協定｣の調印式が行われました。

　町と郵便局では平成９年に災害時の相互協力に関す

る覚書を締結し、平成27年に一部見直しを行い、今回

さらに時代に合わせた協定とし、新たに包括連携の協

定も結びました。

　伯耆地区連絡会統括局長で米子天神町郵便局長の口

田剛史さんは「ますます連携を強化したい。ハードル

を考えずに協力をしたい。」と話しました。

更なる連携の強化を目指して
12

21
12

26

　日南町全域も星空保全地域に指定を受けている、県の「星空保全

条例」制定１周年を記念するイベントが湯梨浜町の「ハワイアロハ

ホール」で開催されました。

　イベントは宇宙飛行士の山崎直子さんの講演や地域の保育園児に

よる星空保全宣言が行われました。イベントには日南町も参加し、

昨年募集した星空写真のパネル展示などを行いました。今後も県か

らお墨付きを得た星空をＰＲし、ヒメボタルなど他の観光資源との

関連付け、観光客の増加につながることが期待されています。

日南町の星空もＰＲ
１

12

まちの話題まちの話題
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vol.45「台所でスライサーによるけがに注意！！」
【事　例】ニンジンをスライス中、親指と中指の腹が削げて、全治１ヶ月と診断された。野菜が小さ

くなったら使用する安全ホルダーはついていたが、まだニンジンは半分程度だったので、ホルダーは

使っていなかった。（３0歳代・女性）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

【対処法】①商品の注意書きには、「野菜が小さくなったら安全ホルダーを使うように」という表示

がありました。しかし、野菜の種類と大きさによっては、安全ホルダーの使いやすさに差が出ます。

②スライサーは「刃物」の一種であることを忘れず、手元から目を離さないようにして、油断せず注

意深く使用するようにしましょう。③特に野菜が小さくなった場合には、必ず安全ホルダーを使用し

て、無理にスライスを続けず、包丁で処理するほうが安全です。

※何か問題が起こったら、企画課の消費相談窓口で相談しましょう。

平日：役場企画課　TEL  82-1115　　土･日：鳥取県消費生活センター　TEL  0859-34-2648

に電話してください。

これまでの０５７０－０６４－３７０も使えます。

「日野高校」の取組み

　日野郡３町では、郡内唯一の県立高校である日野

高校を地域の教育の核とするために、10月に｢日野

高校魅力向上推進協議会｣を設立し、キックオフイベ

ント｢地域に貢献する人材を育てるために～地域×教

育の可能性」をテーマに12月16日にシンポジウムを

開催し、県内外から約120名の聴衆を集めました。

　シンポジウムでは、「地域リーダー人材育成事

業」として和歌山大学との交流事業を続けてきた成

果を発表。自分たちに何が出来るかを考え、｢SNSを

使って日野郡をPRする部活を作る｣など具体的な提

言を行い、高校生目線の新鮮な意見が聴衆の共感を

呼びました｡

　パネルディスカッションでは、県内外の専門家が

地域に人材を残すために、地域社会、行政、そして

教育機関がどう

関わるかを議論

し、「ふるさと

に誇りを持つ人

間を育てるこ

と」が一番重要

だと言う意見が

出されました。

　高校生が地域の中で活動し、そこから得た知識を

地域に還元することで新たな気づきが生まれまし

た。これからも、地域に開かれた高校として、多く

の地域人材を輩出して頂くことを期待したいと思い

ます。地域の皆さまも、日野高校を応援して下さ

い。

▲シンポジウム
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第13回『昨日会ったばかりなのに・もう歳だから』の巻不定期
連　載

　一人暮らしを始めた孫のはじめ君と、お母さん（百合子さん）は一緒にヨシ子さんの家を

訪問しました。

　はじめ君は先に帰りました。

　翌日、百合子さんに電話をすると・・・

1 2

3

5

4
〈解説〉高齢になったり認知症になってくると、

程度の違いはありますが物忘れがみられます。

特に認知症になるとさっき聞いたこと、話をし

たこと、おこなったことなど忘れてしまうこと

がよくあります。

　このような光景が見られるようになってくる

と認知症かも？と疑ってみることも必要です。

かかりつけ医があればそちらに、また地域包括

支援センターなどに相談されることをお勧めし

ます。

編集協力　日南病院　日南福祉会

認知症についての相談は　日南町福祉保健課内　地域包括支援センター　電話82-0374まで
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巡回バスがあかねの郷を経由しますお知らせ

□

7 便

14：30

14：32

14：45

14：51

14：53

15：02

15：03

4便

11：50

11：52

12：08

12：10

12：19

12：20

3便

10：25

10：27

10：40

10：46

10：48

10：57

10：58

5便

12：25

12：27

12：43

12：45

12：54

12：55

6便

13：50

13：52

14：13

14：15

14：24

14：25

1便

9：00

9：02

9：13

9：15

9：24

9：25

2便

9：50

9：52

10：08

10：10

10：19

10：20

役場

中学校前

あかねの郷

日南病院

生山駅

中学校前

役場
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平成29年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　決算の概要

□

お知らせ

市町村別の内訳は次のとおりです。歳入区分 決算額

分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
繰入金
繰越金
諸収入
組合債

合計

49億3,902万円
4,825万円
1,568万円
2,236万円
99万円

3億6,749万円
6,140万円
7,655万円

3億8,270万円
59億1,444万円

歳出区分

議会費
総務費
民生費
衛生費
消防費
公債費

合計

決算額

61万円
1億6,209万円
1億3,590万円
14億2,054万円
34億6,223万円
6億8,034万円
58億6,170万円

27億6,241万円
6億79万円

1億1,613万円
4億4,962万円
3億613万円
3億1,961万円
1億5,500万円
1億1,841万円
1億1,091万円

米子市
境港市
日吉津村
大山町
南部町
伯耆町
日南町
日野町
江府町

歳 入

分担金及び負担金
83.5％

繰入金6.2％ 組合債6.5％
諸収入1.3％繰越金1.0％

財産収入
0.0％
県支出金
0.4％
国庫支出金
0.3％

使用料及び
手数料0.8％

歳 出

議会費0.0％公債費11.6％ 総務費2.8％
民生費2.3％
衛生費24.3％

消防費59.0％

パソコン農業簿記研修会開催催し

□

□

農業委員及び農地利用最適化推進委員募集募集

中海テレビ放送ＳＤ放送（標準画質放送）終了のお知らせお知らせ

□

「多文化共生ポータルサイト」開設お知らせ

□
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魅力アップセミナー　メイクレッスン募集

□

□

□□

司法書士による「無料法律相談会」お知らせ

□

□
□

□

鳥取県西部広域行政管理組合の入札参加資格及び入札案件公表についてお知らせ

□
児童扶養手当お知らせ

□

□

ごみの分別についてのお願いお知らせ
可燃ご

み

不燃ごみ
不燃ごみ

有害ごみ

□

税の無料相談会お知らせ

□
□

□

□

広報にちなん１月号のお詫びと訂正お詫び

労働関係機関による日曜労働相談会のお知らせ（無料）お知らせ

□
□
□



左の２本の指を横に伸ばし
右の親指と人差し指をつけて離す
※ 右手は月の形を表す

①右手の人差し指を伸ばして歯を指さし、
　少し左に引く
　※ 「白」という手話表現
②両手の親指と人差し指で輪を作り交互に
　ゆらしながら手首をひねりながら下げる
　※雪が降る様子
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年
号
終
わ
る
年
の
暮
れ

　
　
　
遠
く
な
り
ゆ
く
大
正
の
文
字

宝
谷
　
横
谷
　
秀
子

節
分
に
恵
方
巻
を
ば
戴
い
て
　

　
　
　
黙
し
て
食
べ
る
こ
の
幸
福
を

下
石
見
　
浅
川
　
三
郎

初
春
の
書
初
め
一
筆
亥
と

　
　
　
世
界
平
和
と
健
康
祈
る

阿
毘
縁
　
木
村
　
民
子

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
手
話
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　手
話
が
初
心
者
の
方
で
も
安
心
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
中
の
簡
単
な
手
話
表
現
を
学
習

し
て
い
ま
す
。

　手
話
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

２
月
の
学
習
会
は
あ
り
ま
せ
ん

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

「
２
月

　雪
」

「
２
月
」

入
賞
作
品
（
作
文
・
詩
の
部
）

■
鳥
取
県
知
事
賞

「
雪
」

お

も

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
南
中
学
校
２
年
　
福
田
　
有
希

　
父
さ
ん
は
人
の
話
を
聞
か
な
い
。
父
さ
ん
は
よ
け
い
な
一

言
が
多
い
。
父
さ
ん
は
不
器
用
。
父
さ
ん
は
私
を
良
く
か
ら

か
っ
て
く
る
。
父
さ
ん
は
母
さ
ん
に
弱
い
。
私
は
父
さ
ん
に

似
て
る
っ
て
い
わ
れ
る
け
ど
そ
ん
な
こ
と
な
い
と
思
う
。
で

も
、
父
さ
ん
と
話
す
と
い
つ
の
ま
に
か
笑
っ
て
い
る
。
な
ん

で
か
分
か
ん
な
い
け
ど
笑
っ
ち
ゃ
う
。
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
話

そ
う
ね
。

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
広
報
に
ち
な
ん
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　平
成
か
ら
新
し
い
年
号
に
変
わ
る
。
そ
し
て
、
日
南
町
が
還
暦

を
迎
え
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

　今
月
は
日
南
町
体
育
館
が
完
成
し
、
竣
工
式
の
様
子
を
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
南
町
産
の
木
材
が
多
く
使
わ
れ
て
お

り
、
木
の
い
い
香
り
の
す
る
温
か
み
の
あ
る
日
南
町
ら
し
い
体
育

館
だ
と
思
い
ま
す
。

　あ
ま
り
に
も
綺
麗
な
の
で
、
何
か
使
う
の
が
も
っ
た
い
な
い
気

も
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
各
種
体
育
行
事
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
多
く
利
用
さ
れ
愛
さ
れ
る
体
育
館
に
な
っ

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

役
場
企
画
課
　
８
２

－

１
１
１
５

問



（平成30年12月16日～平成31年１月15日受付分）

平成30年12月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 2,047 （−  6）  ■人 口  4,615 （− 15）
■    男 2,171 （ − 11）  ■    女  2,444 （−  4）

19　  広報にちなん 31.2月

　町民の皆様、新年あけましておめでとうござい

ます。健やかな新春を迎えられたことと心からお

喜び申し上げます。

　本年は降雪も少なく、穏やかで暖かい日が続く

新年の始まりとなりました。元旦の夜空は、星取県の指定

地域にふさわしい星空を見ることができました。

　地域では恒例の「新年会」や伝統文化行事の「どんどさ

ん」が執り行われ、地域の方々の初顔合わせや「無病息

災」を願う行事がありました。

　また、町の行事では恒例の日南町消防出初式を１月12日

に開催しました。天候もよく今年１年が災害や火災のない

年になるよう祈念しました。最近豪雨や地震などの自然災

害が続いていますが、より予防が大切となりました。気象

庁では見出し文の改善に取り組まれています。

　「豪雪」では見出し文に「厳重」「不要不急の外出は控

えて」というキーワードがあれば普段とは降り方が違うと

いうことを認識して欲しいという意図だそうです。気を付

けて聞くことにしましょう。

　今年１年災害がないことと町民の皆様のご健康とご多幸

を祈念します。

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　    年　齢　　　　     住　所

(秋末) 　絵里香　　　　　　　　湯　河
平　野　俊　樹　　　　　　（広島市から）

ご結婚おめでとうございます

大　谷　トシ子 　   84歳　　　  生　山
原　　　義　正 　   92歳　　　  三　栄
原　　　勝　枝 　   72歳　　　  三　栄
板　倉　　　獎 　 101歳　　　  多　里
藤　原　吉　  　   83歳　　　  笠　木
山　本　加女世 　   99歳　　　  下石見
小　谷　美保子 　   83歳　　　  神戸上
藤　原　　　巖 　   88歳　　　 下阿毘縁
吉　原　秀　雄 　   95歳　　　  新　屋
田　邊　廣　登 　   88歳　　　  生　山
木　下　　　皐 　   90歳　　　  　霞
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※

こ
の
広
報
誌
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
再
生
紙
・
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　はんざけ薫は、つくし工房（代表：段塚芙美さん）が竹炭を使用し

た消臭、湿気防止商品です。天然記念物オオサンショウウオをモチー

フの中は、角が立たない程度に砕いた竹炭を中布に入れて入った二重

構造になっており、砕いた竹炭の粉が出てきにくい作りになっていま

す。また中の竹炭は日南町内で、町内の真竹を昔ながらの炭焼きで

作った際に商品に出来なかったものが再利用されています｡

　ひとつひとつ手作りで、靴だけでなくタンスなどの消臭・湿気防止

にも使え、靴から覗く顔がかわいい「はんざけ薫」。ブーツなど蒸れ

が気になるこの季節におひとついかがですか。

つくし工房

はんざけ薫
「オオサンショウウオでにおい消し」

町内で撮影した写真であればなんでも応募可能！
○応 募 先　①メール　s0200@town.nichinan.lg.jp　②持参
○必要事項　①写真データ　②お名前(ペンネーム可)　③連絡先(電話番号)　④撮影時期
　　　　　　　⑤撮影場所　⑥題名とエピソード
○応募締切　毎月5日（随時募集中！）町のPR等で使用させていただく場合があります。
【お問い合わせ先】　役場企画課　TEL82-1115

投稿写真募集中！

求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種

　湿原などに生育する多年生草本。葉は大き
く5裂する。花は淡紅紫色で、花弁内の赤筋
が明瞭である。花期は8～9月。多産するゲン
ノショウコより大きく、イヨフウロより小さ
い。鳥取県では日南町のみに自生する。現在
の生育個体数はわずか1個体である。県境を
越えた広島県側には多産しているが、この個
体は鳥取県側で初めて確認された唯一の個体
である。国道沿いに生育しており、草刈のと
きに刈らないようにすることが重要。

ビッチュウフウロ（フウロソウ科)(多里）

日南町特産品

090－3744－8061（大宮地域振興センター内）問

投
稿
者
：
ペ
ン
ネ
ー
ム 

織
田
信
短

時

　期
：
11
月

撮
影
場
所
：
日
南
町
内

『
一
寸
の
虫
に
も
１
つ
の
愛(

ハ
ー
ト)

』

嫌
わ
れ
者
に
も
愛
は
あ
る
よ
う
で
す
。
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平成29年12月３日生まれ

　（父）祐太さん  （母）智美さん

西村　一華 ちゃん【 霞 】
いちかにしむら

「
お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
」

　リモコンを押して遊んだり、本を見るのが好きな一

華ちゃん。最近卒乳をしたことで、食欲が増してきま

した。お兄ちゃんの真似をしたり、大人のすることに

興味を持ち始め、言葉も理解するようになってきまし

た。日に日に新しいことを覚えていく姿に、成長を感

じています。

　「元気にたくましく、優しい子に育ってほしいな」

とお母さん。

くん


